








 

  

 

豊島区教育委員会では、豊島区立小・中学校改築計画を変更し、池袋本町地区校舎併設型小中連携校の建設

を計画しています。計画変更において、保護者や地域の皆様に説明が不十分であったことから、計画変更の経

緯や校舎併設型小中連携校のメリット、連携校の基本的な考え方となる「小中一貫教育連携プログラム」につ

いて、あらためてご説明いたします。 

 

１．豊島区立小・中学校改築計画（池袋本町地区）とその変更の経緯について 

（１） 小・中学校改築計画 

池袋本町地区の小・中学校改築計画は、池袋中学校と池袋第二小学校・文成小学校の統合新小学校（以

下、統合新小学校）を別々の敷地に建設する計画から、同一敷地に併設し、建設する計画に変更となりま

した（池袋本町地区校舎併設型小中連携校）。変更前、変更後の建設スケジュールは下表のとおりです。 

計画変更の理由は、当初の計画には、教育基本法及び学校教育法の改正を踏まえた、「小中の学びの連

続性」を重視した学習指導要領の内容が十分に反映されておりませんでした。学習指導要領の見直しに伴

い、その内容を反映させるため、改築計画も見直しが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

（２）計画変更の経緯 

平成 20 年 7 月の「豊島区立小・中学校改築計画」策定後、教育基本法及び学校教育法の改正をふま

え、「豊島区教育ビジョン 2010」を平成 22 年 3 月に策定しました。「豊島区教育ビジョン 2010」で

は、「小学校生と中学校生の円滑な接続」を重視した「小中一貫教育連携プログラム」が重点事業とされ

ています。 

その「小中一貫教育連携プログラム」の考え方を推進・実践していく学校としては、池袋中学校と統合

新小学校を別々の敷地に建設するよりも、同一敷地に併設した方が、より効果的に小中学校の連携を推

進・実践できると考え、池袋本町地区校舎併設型小中連携校を建設することといたしました。 

 

２．池袋本町地区校舎併設型小中連携校について 

 （１）池袋本町地区校舎併設型小中連携校とは 

   池袋本町地区の校舎併設型小中連携校とは、池袋中学校と統合新小学校を同一敷地に併設させ建設する

学校です。プールやランチルーム等を小中共用の施設として整備することも検討しておりますが、基本的

には小中学校それぞれがエリア分けされ、独立した学校運営がなされます。 

   また、池袋中学校と統合新小学校の連携・交流だけでなく、同じ池袋中学校区である池袋第一小学校と

の連携・交流も重視いたします。 

 

池袋本町地区校舎併設型小中連携校の建設について 

【変更前の建設スケジュール】 

【変更後の建設スケジュール】（池袋本町地区校舎併設型小中連携校） 



 （２）メリットについて 

① 仮校舎使用期間の短縮 

小学校仮校舎の使用期間が4年から3年に短縮され、児童のストレスを軽減することができます。 

② 10,000 ㎡以上のグラウンドを確保 

現池袋中学校の敷地全体を利用し、10,000 ㎡以上のグラウンドを確保できます。様々な種目の

スポーツをすることができ、災害時には地域の防災拠点として活用できます。 

③ 施設の有効利用 

図書室やランチルーム等の小中で共用できる大きな空間を整備することで、施設の有効活用ができ、

小中の交流を図ることができます。 

④ 建設経費の削減 

工事期間の短縮により、人件費や工事監理費、共用仮設経費等の工事にかかる経費を削減できます。

また、プール等を小中共用施設として設置することで、別々に建設するのに比べ、経費を抑えること

ができます。 

（３）デメリットについて 

   ① 校舎から中学校の校庭に移動する際に道路を横断しなければならないので、安全対策を講じる必要

があります。 
 
３．小中一貫教育連携プログラムについて 

 （１）小中一貫教育連携プログラムとは 

   ９年間の学びと子どもの育ちの連続性に焦点を当て、９年間を見通した児童・生徒の学力や体力の向上

と豊かな人間性の育成を目指すものです。一般的な「小中一貫教育」では義務教育９年間を年齢段階に応

じて４年－３年－２年のように分け、特別のカリキュラムを作成し実施いたしますが、豊島区教育委員会

における「小中一貫教育連携プログラム」は現行通り小学校６年間、中学校３年間とし、学習指導要領に

のっとりカリキュラムを進めていくものです。また、本プログラムは区内を８つの中学校区の連携ブロッ

クに分け、全小中学校で実施していきます。 
  

  【幼・保・小・中一貫教育連携プログラムのイメージ】 

＜自立期Ⅰ＞     ＜自立期Ⅱ＞     ＜自立期Ⅲ＞ 
０歳  ～ ３歳   ～   ６歳      ～           １３歳    ～  15 歳 

乳児 →  幼児     →     小学生          →  中学生   →  高校生 
 

 

 

 

              

 
 

 

（２）効果について 

① 児童・生徒の基礎学力の定着 

９年間の学びの連続性を確保することにより、小中学校それぞれのカリキュラムに配慮した学習指

導が行え、児童・生徒の基礎学力を定着させることができます。 

② 小中学校の教員間の協働意識が高まる 

小中学校の教職員が連携し、協働意識が向上することにより、小中学校の互いの共通理解、連携指

導が進み、児童・生徒への指導を充実させることができます。 

③ 中一ギャップの解消 

小学生から中学生への移行がスムーズに行われ、中学校進学時の不登校等の様々な問題（中一ギャ

ップ）を解消できます。 

 （３）課題について 

   ① 池袋中学校区の連携ブロックでは、併設される統合新小学校と池袋中学校の連携だけでなく、地理的

に離れている池袋第一小学校との連携の充実が課題となっています。 

 

 

 

 

問い合わせ先：豊島区教育委員会事務局 教育総務部学校施設課 学校改築推進グループ 

       電話：３９８１－１１４３  メール：A0029257@city.toshima.lg.jp 

幼小接続期           小中接続期    中高接続期 

幼・保・小・中一貫教育 

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校小 学 校 
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保 育 所 等 


